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第 605 回：文字数が足りない！一体何が起きている？（MI） 

神戸市外国語大学図書館 

みなさんこんにちは。レポートや卒論を書

いていると、様々なことで悩むだろうと思い

ます。執筆中に生まれる色んな悩みの中で最

もよく聞かれるのは、文字数に関するもので

す。卒論はもちろん、学期末のレポートでも、

文字数やページ数の指定があるかと思いま

す。しかし、書いてみたはいいものの微妙に

文字数が足りない、といった場合や、書いて

いる途中で既に文字数が足りないことがわ

かって絶望してしまった、といった場合など、

文字数について悩んだことのない人は少な

いのではないでしょうか？今回は、そもそも

レポートや卒論において文字数が足りてい

ない、という状態が一体どういうものかを考

えてみたいと思います。 

「文字数が足りていないレポート・卒論」

には何が起こっているのでしょうか？この

正体を探るべく、ひとまず「文字数が多すぎ

る文章」について考えてみます。例えば、新

しいコミュニティに入ったときに自己紹介

を 200 字程度で書く必要があるとします。名

前、出身地など、あらかじめ指定された内容

以外に、みなさんなら何を書きますか？きっ

と多くの人が、好きなものについて書くかと

思います。好きな食べ物や好きな映画、そこ

から派生して趣味の話なども書けそうです。

他の人と共通の趣味があれば話もしやすい

ので、好きな映画やスポーツについてありっ

たけ書いてみます。映画のタイトルのみなら

ず監督や脚本家なども含めて書いているう

ちに、あっという間に 500 字になってしまい

ました。これは「情報過多」な文章と言えそ

うです。では一方で、200 字の自己紹介で、

映画とスポーツが好きです、としか書かなか

った場合はどうでしょうか。好きな映画のジ

ャンルや、具体的なスポーツを知りたいと思

いませんか？つまり、これは「情報不足」の

文章といえるのではないでしょうか。 

さて、先ほどの例を踏まえた上で、「文字

数が足りていないレポート・卒論」に戻りま

しょう。文字数が足りていない自己紹介は、

情報が少ないものでした。対して、文字数が

オーバーした自己紹介は、情報が多すぎるも

のでした。以上のことを考えると、「文字数

が足りていないレポート・卒論」とは「文字

数以外の何かが足りていない文章」だと言え

そうです。必ず書く必要のあるものが書けて

いなかったり、抽象的な話にとどまっていた

り、具体例がなかったりと、何かが足りてい

ないということになります。言い換えると、

書かなければならないことをしっかりと書

けば、文字数は必ず規定に達するということ

です。逆に、文字数がオーバーしている場合

は、何か余計なことを書いてしまっている可

能性が高いです。 

ここで使えるのが、論文が持つ「型」です。

改めて「型」を見てみると、自分の書いた文

章に足りない部分が見つかるかと思います。

これに沿って新たに必要な部分を補って書

いていけば、おのずと文字数は足りるかと思

います。もし文字数が足りずに困っている場

合は、改めて自分が書いてきた文章を読み、

足りない部分がないか探してみてください。

論文の「型」については、図書館にある論文

の書き方等に関する書籍を参考にしてくだ

さいね。 

 


